
たまかわ

数

日

帯

男

女

世

人

! 編集・発行 i 

i 福島県石川郡

! 玉JIl村役場企画課 i 
i 印刷所 i 
! 須賀川市加治町村 ) 
制円谷印刷 ! 

広報No. 186 昭和田年2月 1日

村のようす

(57年 1月 113現在〉

1，497戸 L土 0)

7，467人(十19)

3，683人(+14) 
3，784入(十 5)

農質抱嚢た"こ生産1:期待

今
年
の
葉
た
ば
こ
収
納
は
、

ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

我
が
村
の
主
要
農
産
物
で
あ
る
葉
た
ば
こ
は
、
農
業
所
得
の
中

で
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
五
十
六
年
は
、
異
常
気
象
に
遭
遇
し
耕
作
期
の
前

半
は
低
温
、
後
半
は
逆
に
干
ば
つ
、
更
に
一
部
地
区
♀
筒
井

沢
、
四
辻
〉
で
は
、
凍
霜
害
、
加
え
て
ひ
ょ
う
害
を
受
け
た
た

め
、
作
柄
が
悪
く
、
予
想
以
上
の
減
収
と
な
り
、
前
年
に
比
べ

買
入
れ
価
格
は
、
一
・
四
七
%
上
が
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

総
収
納
代
金
は
約
三
億
四
千
四
百
万
円
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
に
比
べ
約
一
億
五
千
八
百
万
円
の
減
で
、
一

0
ア
ー
ル
当
り
平
均
一
四
八
勾
で
一
ニ

O
万
八
千
六
八
七
円
と
大

巾
な
減
収
と
な
っ
て
お
り
、
耕
作
農
家
に
大
き
な
打
撃
を
与
え

て
い
ま
す
。

『鑑定官により等級が決められる』

一
月
七
日
か
ら
一
月
二
十
六
日

葉
た
ば
こ
耕
作
面
積
は
、

「
葉
た
ば
こ
農
家
に
も
生
産
調
整
」

五
十
三
年
来
、
自
然
廃
減
作
の
範

囲
で
生
産
調
整
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
年
々
過
剰
在
庫
が
大
幅

に
増
加
し
た
た
め
、
五
十

七
年
は
、
生
産
調
整
奨
励

金
が
交
付
さ
れ
、
大
幅
に

減
反
が
行
わ
れ
ま
す
。

す
で
に
我
が
村
で
も
、

五
十
七
年
の
計
画
が
決
ま

り
、
葉
た
ば
こ
耕
作
者
の

数
は
、
五
十
六
年
に
比
べ

十
六
人
減
少
し
一
八
八
人

と
な
り
、
耕
作
面
積
は
、

一、

O
五
七
ア
ー
ル
の
減

で
、
八
、

O
七

0
ア
ー
ル

と
な
っ
た
。

葉
た
ば
こ
耕
作
農
家
に

と
っ
て
も
、
年
々
厳
し
さ

'lv 

が
強
い
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
が
、
村
の
主
要
農
産
物

と
し
て
、
良
質
の
葉
た
ば

こ
生
産
に
期
待
が
掛
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

昨年7月15自のひょう害
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〈小高字大谷地〉村民運動場建設予定地

待
望
久
も
か
っ
た
タ
玉
川
村
氏
運
動

場
新
設
事
業
が
、
地
権
者
各
位
の
御
理

解
あ
る
御
協
力
に
よ
っ
て
、
用
地
買
収

が
完
了
し
出
火
現
の
運
び
と
な
り
ま
し

た。
こ
の
村
氏
運
動
場
新
設
事
業
は
、
大

字
小
高
字
大
谷
地

e々

内
に
、
用
地
約
六

万
三
千
平
方
米
を
買
収
し
て
建
設
さ
れ

ま
す
。造
成
面
積
が
約
四
万
平
方
米
で
、
野

球
場
二
面
(
陸
上
競
技
四

O
O米
ト
ラ

ッ
グ
併
設
〉
、
駐
車
場
ハ
ニ

O
O台
収

容
〉
、
管
理
棟
〈
一
様
〉
使
所
ハ
二
棟
〉

を
建
設
す
る
計
麗
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
必
要
な
取
村
道
路
及
び
橋
梁

も
新
設
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

本
事
業
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
に
着

工
さ
れ
、
昭
和
五
十
八
年
度
完
成
の
予

定
で
、
総
事
業
費
、
一
ニ
龍
一
一
一
千
五
百
万

円
が
見
込
れ
て
お
り
ま
す
。

村
民
運
動
場
建
設
事
業
予
定
表
示
留

は
右
の
と
お
り
で
す
。

一
米
の
憲
法
と
も
畳
一
口
え
る
食
糧
管
理

…
法
〈
食
糧
管
理
制
度
〉
が
で
き
た
の

一
は
、
昭
和
十
七
年
食
糧
事
情
の
ひ
っ

…
追
し
た
戦
時
中
に
、
食
糧
を
公
平
に

一
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
法
律
で

一
す
。
と
こ
ろ
が
時
代
は
大
き
く
変
わ

一
り
、
実
情
に
合
わ
な
い
面
が
出
て
き

一
ま
し
た
。
例
え
ば
、
米
穀
通
帳
に
よ

一
る
配
給
制
度
で
す
が
、
今
の
若
い
人

一
達
に
は
わ
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

一
ん
。
も
ち
ろ
ん
食
糧
需
要
の
変
化
に

一
伴
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
何
度
か
手

…
麗
し
が
加
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

一
昭
和
五
十
六
年
六
月
に
大
幅
な
法
改

…
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
様
化
す
る

…
消
費
者
の
需
要
に
即
忠
す
る
た
め
、

一
全
般
的
な
制
度
の
見
直
し
を
行
っ
た

一
「
改
正
食
糧
管
理
制
度
」
は
、
昭
和
五

一
十
七
年
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

一
食
管
制
度
の
改
正
さ
れ
た
も
の
を

一
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
と
、
つ
ぎ
の
と

一
お
り
で
す
。

一
米
穀
通
帳
制
度
が
廃
止
に
な
り
ま

一
し
た
の
で
、
通
帳
な
し
で
お
米
が
貫

一
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
米
穀
と
う
精
業
者
、
米
飯
提
供
業
。

…
者
の
登
録
も
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

一
米
穀
小
売
庖
が
簡
単
な
販
売
所
に

醐
お
い
て
、
お
米
を
販
売
で
き
る
い
わ

一
ゆ
る
つ
一
ハ
}
戸
川
れ
制
度
」
が
で
き
ま

一
し
た
。

一
こ
れ
ま
で
規
制
さ
れ
て
い
た
辺
勝

一
故
米
、
贈
答
米
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
@
ブ
ラ

γ
チ
:
お
米
屋
さ
ん
が
、
亦

一
袋
詰
精
米
だ
け
を
主
と
し
て
、
庖

…
頭
で
販
売
す
る
小
売
賠
の
支
所

思改選
手手重
予己扇
竺れ jf
月まか

をし
実た
施
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春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
は
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時
季
に

当
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
一
層
の
普

及
を
留
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

悲
惨
な
焼
死
事
故
や
貴
重
な
財
産
の
損

失
を
訪
ぐ
た
め
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

村
に
お
け
る
昭
和
五
十
六
年
末
現
在

の
火
災
総
出
火
件
数
は
八
件
で
、
こ
の

う
ち
建
物
火
災
が
六
件
、
そ
の
他
二
件

で
前
年
度
と
比
べ
、
間
じ
件
数
で
減
少

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
損
害
額
を

見
る
と
、
五
十
六
年
が
一
ニ
、

O
八
二
千

円
前
年
五
十
五
年
が
二
六
、
五
三
二
千

円
〈
こ
れ
は
住
宅
火
災
が
二
件
含
む
た

め
金
額
が
大
き
い
。
〉
と
い
う
大
き
な

損
失
を
し
ま
し
た
。

今
後
、
村
か
ら
火
災
を
発
生
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
一
層
の
火
災
予
防
思
想

の
高
揚
が
必
要
で
す
。
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全
菌
い
っ
せ
い
実
態
事
項

①
身
体
不
自
由
者
等
を
中
心
と
し
た
焼

死
防
止
対
策
の
徹
底

①
家
庭
に
お
け
る
防
火
対
策
の
推
進

③
防
火
対
象
物
に
か
か
る
防
火
安
全
の

確
保

④
異
常
乾
操
時
及
び
強
風
時
の
火
災
発

生
防
止
対
策

ー
山
歩
く
心
に
い
つ
も
火
の
用
心
1

全
国
山
火
事
予
防
運
動

昭
和
貯
年
2
月

m
B

1
3月
6
日

約
束
新
に
防
火

意
識
の
高
揚
を
/

婦
人
消
防
隊

ハ
東
部
地
区
〉
防
火
査
察

機械点検が念入れ!こ行われるけ月 6自撮影〉

東
部
地
区
婦
人
消
防
隊
(
支
諒
長
佐

藤
シ
ゲ
〉
は
、
去
る
十
二
月
十
三
日
各

戸
訪
門
、
防
火
査
察
を
実
施
し
ま
し

た。こ
れ
は
、
毎
年
十
二
月
に
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
こ
の
自
は
午
前
八
時
、
須
釜

公
民
館
前
に
、
婦
人
隊
員
班
長
五
十
三

名
、
東
部
地
区
幹
部
二
十
七
名
が
整
列

し
、
境
田
団
長
よ
り
訓
示
を
受
け
、
須

釜
駐
在
所
斉
藤
巡
査
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
査
察
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

査
察
は
、
火
の
取
扱
、
ガ
ス
、
石
治
等

の
使
い
方
に
対
す
る
注
意
、
ま
た
、
煙

突
、
カ
マ
ド
、
取
灰
の
処
理
状
況
を
重

点
的
に
各
家
庭
を
見
て
ま
わ
り
、
終
了

一
選
挙
の
公
正
を
確
保
し
、
あ
わ
せ

一
て
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
を
実
現
す

…
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
公
職
選
挙

一
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
は
、

一
第
九
十
四
回
国
会
に
お
い
て
成
立

一
し
、
昭
和
五
十
六
年
五
月
十
八
日
か

一
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
こ
の

一
法
律
の
主
な
改
正
点
に
つ
い
て
お
知

一
ら
せ
し
ま
す
。

一
八
選
挙
人
名
簿
登
録
制
度
の
改
善

V

一
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

一
選
挙
を
行
う
場
合
に
は
、
必
ず
選
挙

一
時
登
録
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
い
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

一
選
挙
人
名
簿
の
登
録
に
は
、
毎
年

一
九
月
一
詩
現
在
に
よ
り
、
名
簿
に
登

一
録
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
者
を
同
月

緬
二
日
(
改
正
前
は
同
月
十
日
で
あ
っ

…
た
。
〉
に
登
録
す
る
定
時
登
録
と
選

一
挙
時
登
録
と
が
あ
り
ま
す
。

一
八
選
挙
事
務
所
の
移
動
の
制
限
〉

一
選
挙
事
務
所
は
、

一
一
選
挙
の
公
正
を
確
保
し
、
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
制
度
一
一

一
一
確
立
の
た
め
公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
一
一

一
日
一
一
回
を
超

後
全
体
会
議
を
開
き
、
結
果
を
報
告
し

あ
い
、
さ
ら
に
防
火
意
識
の
高
揚
に
努

め
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
消
火
器
の
取
り
扱
い
方

に
つ
い
て
実
枝
郡
藤
が
行
わ
れ
、
家
庭

に
お
け
る
防
火
安
全
の
担
い
手
で
あ
る

主
婦
だ
け
に
、
防
火
意
識
は
強
く
、
真

剣
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

え
て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

八
後
援
団
体
の
立
札
及
び
看
板
の
類
の

数
の
制
限

V

後
援
母
体
が
政
治
活
動
の
た
め
に
使

用
す
る
事
務
所
に
お
い
て
掲
示
す
る
こ

と
が
で
き
る
立
札
及
び
看
板
の
類
の
数

は
、
同
じ
侯
捕
者
等
に
か
か
る
後
援
団

体
の
す
べ
て
を
通
じ
て
何
枚
と
、
選
挙

の
種
類
ご
と
に
総
量
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

明るく正しい

選挙を

開灼昭家、

一
八
政
治
活
動
の
た
め
の
事
務
所
等
を

一
表
示
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
規
制
〉

一
候
補
者
等
の
氏
名
文
は
氏
名
が
類

一
推
さ
れ
る
事
項
を
記
載
し
、
又
は
後

一
援
団
体
の
名
称
を
記
載
し
た
ポ
ス
タ

一
ー
で
、
候
補
者
等
又
は
後
援
団
体
の

一
事
務
所
、
連
絡
所
を
表
示
し
又
は
後

援
団
体
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
を
表
示

す
る
た
め
の
も
の
は
、
選
挙
の
期
間
中

も
、
そ
れ
以
外
の
時
も
掲
示
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、

O
O後
援
会
連
絡
所
、

0

0
後
援
会
会
員
章
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ

る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
お
く
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
わ
け
で
す
。

八
選
挙
期
間
中
に
お
け
る
政
党
そ
の
他

の
政
治
活
動
を
行
う
間
体
の
政
治
活

動
の
規
制
〉

選
挙
期
間
中
は
、
政
党
そ
の
他
の
政

治
活
動
を
行
な
う
団
体
が
自
動
車
を
使

用
し
て
行
う
機
関
紙
誌
の
普
及
宣
伝

は
、
確
認
語
体
が
使
用
で
き
る
一
定
台

数
の
自
動
車
を
使
用
し
て
行
な
う
場
合

の
ほ
か
は
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
等
の

規
舗
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

〈
連
座
制
の
強
化
〉

従
来
は
、
侯
捕
者
と
同
居
し
て
い
る

父
母
、
配
偶
者
、
子
又
は
兄
弟
姉
妹
が

候
補
者
等
と
意
志
を
通
じ
て
選
挙
運
動

を
し
、
買
収
及
び
利
害
誘
導
罪
な
ど
の

罪
を
犯
し
、
茶
銀
以
上
の
刑
と
処
せ
ら

れ
た
場
合
〈
刑
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し

を
受
け
た
場
合
を
徐
く
〉
は
、
当
該
当

選
人
の
当
選
は
無
効
と
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
一
定
の
親
族
に
つ
い
て
は
、
候

補
者
と
同
居
し
て
い
な
い
場
合
で
も
連

座
制
の
対
象
と
な
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た。
八
そ
の
他

V

街
頭
演
説
等
は
、
長
時
間
開
一
の
場

所
に
と
ど
ま
っ
て
し
な
い
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た。

ハ
村
選
挙
管
理
委
員
会
〉



ニ
十
歳

矢部陽子さん

CJII 辺〉

二
十
歳
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

わ
く
こ
と
ば
は
、
責
任
感車田錦子さん

〈小高)

悪
い
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。

んえ」

l

子

屋

ツ

小

川
1

山

4

r

f

、、

議石

気
分
的
に
ひ
き
締
る
感
じ
が

し
ま
す
。
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感

》と

ιと

鈴木正浩さん

〈北須釜)

や
っ
と
大
人
に
な
っ
た
感
じ
。

円谷兼ーさん

〈南須釜〉

あ
ら
ゆ
る
面
で
、
大
人
の
権
利
が
与

え
ら
れ
る
の
で
、
大
変
。

冬
C
雀

ニ手

増子正さん

〈南須釜〉

自
分
の
人
生
を
頑
張
る
し
か
な
い
。

有賀のり子さん

〈小高〉

自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
恐
い
。

〔
部
屋
の
温
度
〕
部
屋
着
を
少
し
厚

め
に
・
ず
る
な
ど
し
て
、
摂
氏
十
八
度

を
目
安
に
、
こ
ま
め
に
温
良
調
節
を

し
た
い
も
の
。
援
一
房
温
度
を
一
度
下

げ
る
と
、
燃
料
費
は
約
一
割
節
約
で

き
ま
す
。

〔
部
屋
の
保
温
〕
カ
ー
テ
ン
は
淳
手

の
も
の
を
用
い
、
天
井
か
ら
床
ま
で

た
ら
し
ま
す
。
ま
た
カ
ー
ペ
ッ
ト
を

敷
い
た
り
、
窓
や
壁
な
ど
に
目
張
り

を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

〔
暖
房
器
呉
の
使
い
方
に
工
夫
を
〕

部
屋
の
用
途
や
大
き
さ
、
使
う
人
に

合
わ
せ
て
暖
房
器
具
を
選
ぶ
の
が
コ

ッ
。
ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
は
時
々
手
入

れ
を
す
る
と
、
効
率
よ
く
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
電
気
こ
た
つ
は
上
手
に
使
お
う
〕

こ
た
つ
敷
き
を
用
い
る
と
と
も
に
、

た
つ
掛
け
は
厚
手
の
も
の
を
使
い
、

適
当
な
温
度
調
節
を
心
掛
け
ま
し
ょ

'a敬

e
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F

農
業
後
継
者
F

と
し
て
を
耕
作
し
始
め
て
二
年
が
経
と
う
と
し

pa-5I口
語
義
察
F

ん

地

域

に

貢

献

し

た

い

て

い

る

今

、

無

事

、

成

人

を

迎

え

る

こ

警

官

湾

事

と
が
出
来
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
喜

〉

と

一

(

南

須

釜

)

び

で

す

。

出

来

る

よ

う

頑

張

り

た

い

と

思

い

ま

い

へ

こ

一

塩

違

和

彦

こ

の

喜

び

を

心

の

奥

に

し

っ

か

り

刻

す

。

~

ハ
h

フ
一

-
ijぎ…う…
h
y

み
、
こ
れ
か
ら
は
、
選
挙
権
を
与
え
ら
叉
、
高
校
時
代
か
ら
続
け
て
い
る
、

〈

V

忠

一

義

欝

饗

麟

む

ン

γ

れ
、
飲
酒
、
喫
煙
の
自
由
も
認
め
ら
れ
ラ
ン
ニ
シ
グ
も
、
心
身
鍛
練
の
為
継
い

へ
'

U

一
議
麓
露
三
一
九
一
h

勾
鋭
的
マ
;
て
、
社
会
的
に
も
大
人
の
仲
間
で
あ
る
続
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二

一

議

ン

ィ

川

ぶ

主

盤

こ

と

を

肝

に

命

じ

、

過

鶏

在

庫

と

い

う

最

後

に

、

今

日

ま

で

、

面

ど

う

を

;
 

ト
ー
い
こ
離
職
警
報
深
刻
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
現
状
の
見
て
下
さ
い
ま
し
た
両
親
は
じ
め
地

コ
一

2
2
1一
言
葉
た
ば
こ
で
す
が
、
そ
れ
に
打
ち
勝
つ
域
の
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と

ド
一
県
立
岩
瀬
農
民
高
を
卒
業
し
ベ
く
優
良
品
質
の
葉
た
ば
こ
生
産
に
努
共
に
、
今
後
も
よ
り
一
一
層
の
御
助

メ
。
〉フ
〔
入
浴
は
家
族
が
次
々
に
〕
冬
は
、
風

呂
が
冷
め
や
す
い
の
で
、
沸
い
た
ら
家

族
、
が
次
々
と
入
浴
す
る
の
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
上
手
に
使
う
コ
ツ
で
す
。

〔
滋
沸
器
の
使
い
方
に
工
夫
を
〕
使
わ

な
い
と
き
は
口
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
湯
は
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

で
、
必
要
な
分
だ
け
容
器
に
取
っ
て
使

う
と
、
無
駄
が
省
け
ま
す
。

〔
マ
イ
カ
ー
利
用
の
自
粛
を
〕
一
人
を

同
じ
距
離
運
ぶ
の
に
、
マ
イ
カ
ー
は
電

車
の
七
告
、
パ
ス
の
五
倍
も
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
で
す
。
公
共
の
交
通
機
関

が
使
え
る
場
合
の
遠
出
は
、
な
る
べ
く

マ
イ
カ
ー
の
利
用
を
控
え
た
い
も
の
で

す
。
ま
た
、
マ
イ
カ
ー
を
利
用
し
て
い
る

人
は
、
節
約
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

エ
ネ
ル
ギ

i

も
の
し
り
テ
ス
ト
i
①

〈
正
解
は
六
ペ
ー
ジ
の
一
番
最
後

を
ご
覧
く
だ
さ
い
〉

2
日
本
で
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

う
ち
、
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
占
め

る
割
合
は
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3
日
本
は
石
油
を
海
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か
ら
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輸
入

に
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。
そ
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一
一
一
役
場
庁
舎
が
模
様
一
が
一…~死
一丸
一一

年
十
二
月
を
も
っ
て
工
事
が
完
了
し
、

そ
れ
に
伴
い
、
事
務
所
内
の
配
電
が
一

改
装
工
事
中
は
、
住
民
の
方
々
に
大

変
ご
迷
惑
を
か
け
て
き
ま
し
た
が
、
昨

広報No. t 86 昭和57年 2月 1日

部
変
わ
り
ま
し
た
。

二
階
事
務
所
が
二
階
旧
議
場
に
、
村

長
室
が
二
階
旧
事
務
所
に
移
動
じ
、
水

道
課
が
二
階
事
務
所
に
移
り
ま
し
た
。

庁
舎
内
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ

の
略
図
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

て
い
る
。
右
ひ
ざ
を
た
て
た
姿
で
、
余

程
意
地
の
悪
い
形
相
で
あ
っ
た
に
ち
が

h
k

、。

、
u
・
す
ん
、
U

た
れ
き
が
っ
た
乳
房
は
若
い
時
分
に

は
肉
体
美
だ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
姿

態
で
あ
る
。

そ
し
て
背
中
に
は
「
女
念
仏
講
中
八

人
外
主
人
」
「
若
以
色
見
我
」
l
(
も

し
色
を
も
っ
て
我
を
見
れ
ば
)
と
色
気

を
漂
わ
せ
て
い
る
。

そ
し
て
造
立
年
代
は
、
「
子
時
享
保

十
一
丙
午
天
九
月
十
五
日
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
。
(
今
か
ら
二
五
六
年
前
)

写
真

ωは
蒜
生
の
観
音
様
の
境
内
に

建
っ
て
い
る
も
の
で
、

ωに
比
べ
る
と

ヤ
セ
型
で
ほ
っ
そ
り
と
し
た
感
じ
を
与

え
て
い
る
。

こ
の
老
姿
も
面
相
が
打
ち
こ
わ
さ
れ

て
い
る
。
乳
房
は
た
れ
き
が
っ
て
い

て
、
老
姿
を
連
想
さ
せ
る
姿
態
が
彫
ら

れ
て
い
る
。

(
造
立
年
代
不
詳
)

さ
ら
に
南
須
釜
の
東
福
寺
境
内
の
像

容
は
、
前
記

ωω
に
比
べ
る
と
落
着
い

た
姿
態
で
、
乳
房
の
た
れ
一
さ
り
も
な

く
、
一
見
お
だ
や
か
な
感
じ
を
与
え
て

い
る
。こ
の
姿
さ
ん
は
余
り
亡
者
を
い
ぢ
め

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
せ

る
温
容
さ
を
秘
め
た
像
容
で
あ
る
。

ン

奪

婆"は

衣ぇ

5 

予
三
途
り
川
の
ほ
と
り
r

で
、
亡
者
の
着

て
い
る
'物
を
は
ぎ
取
る
老
鬼
女
を
い

。

》
円
J

村
内
で
は
、
岩
法
寺
、
蒜
生
の
観
音

様
、
南
須
釜
均
実
福
寺
の
境
内
に
そ
れ

ぞ
れ
一
基
づ
っ
計
三
基
が
建
っ
て
い

る。
写
真

ωは
岩
法
寺
境
内
入
口
の
も
の

で
、
面
相
が
む
ざ
ん
に
打
ち
こ
わ
さ
れ

ク

部

長

添

回

亀

明

ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、

‘こ
の
手
軽
だ
楽
し
い
ス
ポ

ー
ツ
も
、
ひ
と
た
び
手
掛
け
る
と
わ
り

あ
い
難
し
く
、
運
動
量
の
激
し
い
ス
ポ

ー
ツ
で
あ
る
こ
と
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
ま

す。
私
達
の
グ
ラ
ブ
も
、
結
成
以
来
四
年

目
を
迎
え
「
健
康
の
増
進
と
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
技
術
の
向
上
を
は
か

る
」
と
い
う
規
約
の
と
お
り
、
当
初
有

志
十
数
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、
親
睦
を
深

め
つ
つ
、
毎
年
着
実
に
会
員
数
を
の
ば

し
、
今
や
三
十
五
名
の
大
家
族
と
な
り

ま
し
た
。

技
術
的
に
も
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ
石
川

地
区
大
会
で
、
一
昨
年
が
=
一
位
、
昨
年

が
二
位
、
石
川
郡
大
会
で
も
二
年
連
続

二
位
と
い
う
成
績
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

叉
、
昨
年
よ
り
は
、
村
体
協
主
催
の

村
民
パ
ド
ミ
ン
ト
シ
大
会
を
開
催
す
る

ま
で
に
至
り
、
今
後
も
村
民
誰
で
も
手

軽
に
参
加
で
き
る
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
、
よ
り
発
展
す
る
よ
う
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
可

老
若
男
女
問
わ
ず
、
経
験

者
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
門
戸

を
開
放
し
、
歓
迎
し
ま
す
の

で
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

を
聞
か
れ
た
皆
さ
ん
は
、
「
あ
ふ
、

あ
の
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
、
羽
根
つ

…
き
を
す
る
あ
の
ス
ポ
ー
ツ
か
」
と
す

γ

ぐ
想
い
浮
か
ぶ
ほ
ど
、
大
衆
的
で
手

~
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
と
言
え
る
と
思
い
ま

…

す
o

ん
そ
れ
だ
け
に
、
今
や
、
ほ
と
ん
ど

へ
の
家
庭
に
は
ラ
ケ
ッ
ト
が
あ
り
、
兄

の
弟
、
親
子
で
楽
し
ま
れ
て
い
る
素
晴

〆、〆、/、〆¥/、ノに/、〆、〆、〆、/、ノK
/

、〆、/、〆¥/¥ノ、ノ、〆、/〉九ノ、/¥/、ノ
K
/

、/』

クラブ練習日

第1.3;. 5 

日 PM7・00---9: 00 

村体育館

毎週火曜日 PM  7 : 00---9 : 00 

玉川一小体育館

、J、./¥J、J、.rv--..r、./¥J、J

毎月

日曜
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住
民
税
、
所
得
税
の

申
告
は
じ
ま
る

(
二
月
十
五
日
J
三
月
十
五
日
〉

昭和57年 2月 1日

昭
和
五
十
六
年
分
住
民
税
、
所
得
税

の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

住
民
税
に
つ
い
て
は
、
ニ
月
十
五
日

か
ら
二
十
四
日
、
一
一
一
月
四
日
か
ら
十
五

日
、
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
二
月
二
十

五
日
か
ら
三
月
六
自
(
い
ず
れ
も
土
、

日
曜
日
を
除
く
〉
の
自
程
で
、
申
告
相

談
と
申
告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

村
内
地
区
別
申
告
の
詳
し
い
日
程
に

つ
い
て
は
、
税
務
課
よ
り
、
文
書
に
て

各
戸
回
覧
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
ら
ん
に

な
り
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

No. 1 86 たまかわ

保
険
料
は
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
人

は
、
自
身
の
分
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の

分
も
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
扱
い
を

う
け
、
全
額
が
前
年
の
所
得
か
ら
差
し

引
か
れ
て
、
課
税
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん。

こ
の
た
め
、
二
月
十
五
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
に
行
う
所
得
税
の
確
定
申

告
の
際
に
は
、
昭
和
五
十
六
年
中
に
納

め
た
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

防
犯
灯

(
六
基
)
新
設

三

斗

蒔

兎

田

大
字
小
高

戸

ノ

内

地

内

か
ね
て
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
防
犯
灯

の
新
設
工
事
が
こ
の
ほ
ど
完
成
い
た
し

ま
し
ーた。

こ
の
路
線
は
一
般
通
勤
者
、
高
校
生

の
利
用
が
多
く
、
女
子
高
校
生
な
ど
に

と
っ
て
は
危
険
な
場
所
と
し
て
、
地
域

住
民
の
あ
い
だ
か
ら
一
日
も
早
い
設
置

が
望
ま
れ
て
い
た
も
の
で
、
地
域
住
民

は
も
と
よ
り
利
用
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ

て
い
る
。

か
民
俗
か
学
講
演
と

研
究
発
表
会

開
か
れ
る

ハ
福
島
県
民
俗
学
会
主
催
〉

福
島
県
民
俗
学
会
ハ
会
長
和
田
文
夫

氏
)
で
は
、
か
ね
て
よ
り
当
方
部
一で
の

民
俗
研
究
の
充
実
強
化
を
め
ざ
し
て
い

る
が
、
今
年
度
は
当
玉
川
村
を
会
場
と

し
て
、
次
の
よ
う
に
講
演
会
と
研
究
発

表
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
般

村
民
の
聴
講
を
歓
迎
し
て
い

る
。
(
聴

講
無
料
〉

記

一
、
日
時
昭
和
五
十
七
年
三
月
七
日

午
前
十
時
よ
り
午
後
三
時

迄
〈
昼
食
は
各
自
適
宜
に

す
ま
せ
て
下
さ
い
)

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

一
一
、
会
場

三
、
講
師

東

北

学

院

大

学

教

授

福
島
県
文
化
財
保
護
審
議
委
員

文

学

博

士岩

崎

敏

夫

先

生

(
講
師
は
こ
れ
ま
で
多
数
の
著
書
が
あ

り
、
全
国
的
に
も
著
名
な
方
で
す
。

昨
年
度
迄
福
島
県
民
俗
学
会
々
長
と

し
て
イ
余
年
在
住
さ
れ
、
県
民
俗
学

会
の
推
進
に
当
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
〉

四
、
演
題
県
南
地
方
の
民
間
信
仰

※
お
問
い
合
わ
ぜ
は
、
村
公
民
館

へ。天
気
予
報
〈

や

長

。
借
島
地
方
気
象
台
発
表
〉

天
気
は
周
期
的
に
変
り
、
冬
型
の
気

圧
配
置
も
長
続
き
せ
ず
、
暖
か
い
日
が

多
い
で
し
ょ
う
。
会
津
で
は
平
年
よ
り

晴
れ
る
日
が
多
く
、
中
通
り
と
浜
通
り

で
は
低
気
圧
の
影
響
を
う
け
て
雨
の
降

る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
月
平
均
の

気
温
は
平
年
並
か
や
と
口
向
く
、
降
水
量

や
積
雪
は
平
年
並
か
や
ふ
少
な
い
見
込

み
で
す
。
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12タ級 時セ診 l定係

時

日
日
ハ
火
〉
妊
婦
検
診
(
東
部
)長
以
宇
も

ジ
~弘一…悦
午
後
1
時
U
U1
2

時

幻
自
ハ
火
)
一
二
種
混
合
一矛
防
、接
種
〈
二

回
目
〉
就
業
改
善
セ
γ
タ

l
午
後
1
時
初
分

1
2時

初
分

M
日
(
水
)
三
種
混
合
予
防
接
種
(
二

回
目
)
須
釜
公
民
館
午

後
1
時

ω分
1
2時
初
分

※
な
お
昨
年
3
回
実
施
し
た
幼
児

に
つ
い
て
も
今
回
3
由
実
施
の

う
ち
1
回
受
け
て
下
さ
い
。

お
日
(
木
)
乳
幼
児
検
診
母
子
セ
ン

タ

l
午
後
1
時
J
2
時

公

民

館

行

事

予

定

5
自
(
金
〉
書
道
教
室
〈
須
釜
〉

H

H

(

金
V

社
交
ダ
ン
ス
教
室

叩
日
(
水
〉
高
令
者
教
室

日
日
(
木
〉

婦
人
学
級

(
須
釜
〉

四
日
(
金
〉
書
道
教
室
(
須
釜
)

H

(

金
〉
社
交
ダ
ン
ス
教
室

幻
自
(
日
)
ス
キ
l
教
室

役
場
前
・

7
時

出

発

ナ

カ
ヤ
商
店
前

7
時
叩
分

高
令
者
教
室
一
(
開
講
式
)

婦
人
学
級
(
泉
〉

M
E
ハ水〉

お
日
ハ
木
)

お
日
〈
日
)

三
者

P
つ
ど
い
〈
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー

9
時
か
ら
〉

お
'
め

で

(
十
二
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
〉

た

，-... 
十

死月
亡分
者の
氏死
名亡

年星
t、 医ヨ

--pか

藤家主源主位ε
幸門禽ー名帯

小蒜JlI地

高生辺区

南竜岩

"須 11 法中 11

釜崎寺

四北

芸須 ν
田釜

お

地南竜小
須 H

釜崎"高 " 

出
生
児
氏
名

矢
部
沙
希
子

西

牧

聡

溝

井

修

一

草

野

裕

二

溝

井

真

弥

関

根

雅

博

吉

田

定

正

大

竹

正

和

佐

久

間

大

石

井

清

智

遠

野

卓

也

大

野

広

勝

小
針
め
ぐ
み

八

代

雄

嗣

塩

田

恵

美

保
護
者
名

茂

光
正

巳

倉

夫
宰

次真

孝

正

美

喜

男

徳

良勇

清

蔵豚

正

太

郎

正

秋

元

治

豊

彦

み

73 74 83 77 

く

や

区

車

田

源

喜

溝

井

ア

サ

仁
井
田
ト
セ

大

越

ケ

サ




